
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　

  

期
日
：
立
教

年

月

日 
188

12

25

時
間
：

時

分
受
付　

時
開
始 

15

30

16

会
場
：
教
庁
４
階
講
堂 

  

教
区 

・
山
口　
　

月
３
日　

教
務
支
庁 

12

   

去
る

月

日
、
教
庁
４
階
講
堂
に
お
い
て
「

10

25

10

例
会
」
を
開
催
。
出
席
は

教
区
、

直
属
。 

34

96

 

教
区
学
生
層
育
成
者
講
習
会 

・
岡
山　
　

月
２
日　

教
務
支
庁　

 

10
勝
村
宏
樹

期
副
委
員
長
出
向

16

---------------------------------------------------------------------------------

親
里
管
内
の
学
校
、

約
二
千
人
の
児
童
、
生

徒
た
ち
が
一
堂
に
会 

す
る
朝
の
定
刻
参
拝
。
そ
の
定
刻
参
拝

が
始
ま
る
前
の
ひ
と
と
き
。
多
く
の
天

理
高
校
生
た
ち
が
、
個
人
的
に
、
ま
た

部
活
の
仲
間
や
友
達
と
共
に
、
自
主
的

に
お
つ
と
め
を
勤
め
た
り
、
教
祖
殿
、

祖
霊
殿
へ
と
足
を
運
ん
で
い
る
姿
が

あ
る
。 

私
も

年
程
前
に
北
寮
か
ら
天
理

30

高
校
に
通
っ
て
い
た
。
当
時
も
自
主
的

に
参
拝
す
る
生
徒
は
い
た
と
思
う
が
、

恥
ず
か
し
な
が
ら
、
私
は
幹
事
さ
ん
に

追
い
立
て
ら
れ
な
が
ら
開
始
直
前
に

す
べ
り
込
ん
で
い
た
の
で
、
そ
れ
を
知

る
よ
し
も
無
い
の
だ
が
、
当
時
の
様
子

を
友
人
に
聞
く
と
、
今
の
よ
う
な
目
立

っ
た
動
き
は
無
か
っ
た
よ
う
だ
。
何
か

の
き
っ
か
け
で
自
主
参
拝
の
動
き
が

広
が
っ
た
の
だ
と
想
像
す
る
が
、
そ
う

し
た
現
在
の
生
徒
た
ち
の
姿
を
見
る

た
び
に
、
道
の
先
人
た
ち
の
生
ま
れ
変

わ
り
を
強
く
感
じ
る
。 

「
親
が
子
と
な
り
、
子
が
親
と
な
り
」 

（

･

４･

）

M
21

16

と
教
え
ら
れ
る
が
、
道
に
つ
な
が
る
子

弟
と
い
う
の
は
、
そ
の
多
く
が
代
を
重

ね
て
信
仰
し
て
き
た
先
人
た
ち
の
生

ま
れ
変
わ
り
と
考
え
る
と
、
現
在
の
成

人
し
た
生
徒
た
ち
の
姿
に
も
納
得
が

い
く
し
、
尊
敬
の
念
も
湧
い
て
く
る
。

そ
し
て
、
道
の
宝
と
し
て
一
層
大
切
に

丹
精
さ
せ
て
も
ら
わ
ね
ば
と
い
う
気

持
ち
に
も
な
る
。 

さ
て
今
、
私
た
ち
学
生
担
当
者
の
目

前
に
あ
る
大
き
な
塚
は
、
教
祖
百
四
十

年
祭
が
つ
と
め
ら
れ
た
後
、
来
年
３
月

日
に
開
催
さ
れ
る
「
教
祖
百
四
十

28年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
」
で

あ
る
。
こ
の
大
会
に
向
け
学
担
と
し

て
、
学
生
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
一
方
で
、

大
会
に
向
け
て
学
生
同
士
の
つ
な
が

り
を
築
き
広
げ
て
い
け
る
よ
う
努
め
、

大
会
に
は
一
人
で
も
多
く
の
学
生
を

お
ぢ
ば
へ
お
連
れ
し
よ
う
と
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
「
学

生
同
士
の
つ
な
が
り
を
築
く
」
で
あ

る
。 こ

の
度
、
大
会
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
や

さ
し
い
心
」
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
曲

の
歌
詞
は
、
学
生
が
悩
み
落
ち
込
ん
で

い
る
時
に
、
学
生
会
の
活
動
に
参
加
し

仲
間
の
優
し
さ
に
心
を
救
わ
れ
た
経

験
を
も
と
に
作
ら
れ
た
。
そ
の
学
生
の

心
を
救
っ
た
優
し
さ
の
根
底
に
は
何

が
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
、

お
ぢ
ば
に
お
鎮
ま
り
下
さ
る
親
神
様
、

ご
存
命
の
教
祖
の
、
子
供
可
愛
い
親
心

で
あ
る
。
そ
の
親
心
に
つ
な
が
る
「
や

さ
し
い
心
」
こ
そ
、
道
を
歩
む
学
生
同

士
の
つ
な
が
り
を
築
き
、
そ
の
輪
を
広

げ
て
い
く
心
と
な
る
の
だ
と
思
う
。
担

当
者
と
し
て
も
、
大
会
に
向
け
て
「
や

さ
し
い
心
」
で
、
大
切
な
道
の
宝
で
あ

る
学
生
た
ち
と
つ
な
が
り
、
喜
び
一
杯

の
大
会
と
な
る
よ
う
つ
と
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。 

----------------------------------------------------------------------

----------------------------------------------------------------------
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「

や

さ

し

い

心

」

《
立
教

年

月

日
付
》 

188

10

25

【
教
区
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】 

・
吉
川
真
司
（
佐
賀
） 

【
直
属
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】 

・
足
立
衛
（
河
原
町
・
但
出
） 

・
辻
義
一
（
中
河
・
春
近
）
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修
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部
研
究
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久
輝
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高
校
卒
業
生
コ
ー
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研
究
室 

ま
な
び
ば
研
究
室
会
議 

委
員
会 

高
校
の
部
研
究
室 

担
当
者
活
動
部
部
会 

学
生
部
部
会 

広
報
部
部
会 

教
祖
百
四
十
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議

事
務
局
連
絡
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 教区 開催日時 会場 担当者 連絡先

 
岩手

12 月 6日 14 時 30 分～ 

7 日 12 時 30 分
教務支庁 権谷 一平 019-622-7962

 
佐賀

12 月 6 日 13 時～ 

7 日 13 時 45 分
教務支庁 吉川 真司 0955-82-1566(教会）

 
京都

12 月 6 日 13 時～ 

7 日 15 時 30 分
山陰詰所 末代 紘道 090-8576-4998

12 月開催「学生の集いまなびば」会場一覧
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2

青　

空 

夏
の
学
修
に
、
お
道
の
こ
と
を
何
も
知
ら
な
い
生

徒
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
子
に
少
し
で
も

お
ぢ
ば

、
、
、
を
好
き
な
っ
て
も
ら
い
た
い
、
ど
う
や
っ
て

こ
の
お
道
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
か
と
悩
ん
で
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
お
ぢ
ば

、
、
、
は
本
当
に
不
思
議
な
と
こ

ろ
で
、
私
が
あ
れ
こ
れ
考
え
な
く
て
も
、
彼
女
は
自

然
と
お
道
の
温
か
さ
、
人
の
温
か
さ
に
触
れ
、
最
終

日
に
は
「
ま
た
来
る
ね
」
と
笑
顔
で
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
姿
を
見
て
、
お
ぢ
ば

、
、
、
は
な
ん
て
有
難
い

場
所
な
ん
だ
と
改
め
て
感
じ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
教
祖
の
近
く
で
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
学
修
の
ご
用
は
、
教
え
と
真
っ
直
ぐ
に
向
き
合
え

る
私
に
と
っ
て
と
て
も
大
事
な
ご
用
だ
と
再
認
識

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
私
も
お
道
の
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
る
こ
と
の
出
来
る
人
材
に
な
れ
る
よ
う
、

日
々
ご
用
を
つ
と
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
材
育
成
部
本
部
ス
タ
ッ
フ　

吉
川
佳
世
子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　

------------------------------------------------------------------------------

-------------------------------------------------------------------------------

「教祖 140 年祭 学生おぢばがえり大会」お願いづとめについて 

「教祖 140 年祭 学生おぢばがえり大会」が無事に開催できるよう、また、

一人でも多くの学生がおぢばに帰り集えるよう、お願いづとめをつとめさせ

ていただきます。 
　お忙しい中とは思いますが、以下の通りお集まりいただきますよう、お願

い申し上げます。 
 

日　時：12 月 25 日 本部夕づとめ後（17：20 頃～） 
場　所：南礼拝場 東側 
対　象：教区学生、直属学生、おやさと管内学生、担当者


